
  
～Vol.18１ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

六月を迎え、梅雨入りが近いせいか、灰色の雨雲が層をなして空を覆う景色を窓からよく見かけるようにな

りました。冷たい雨が降る日は特に肌寒く感じられ、半袖から長袖へ着替えることが頻繁にあります。関西で

はまだ梅雨入りの発表がありませんが、今年は、例年通り六月初旬の梅雨入りが予想されています。予想外の

夜間の寒さで風邪を引きそうになり、体調管理に気をつけていますが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

 毎年６月４日の「むし歯予防デー」は、昭和３年（1928 年）に歯科医師会が実施したことが始まりとさ

れ、戦時中に一度中断しましたが、その後、メディアや歯科医院などの関係者から啓発活動に欠かせない日と

して復活を望む声が多数あがり、日本記念日協会により、虫歯予防の大切さを訴える日として、２００１年よ

り改めて記念日に制定されたそうです。また、（６/４～６/10）は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師

会、日本学校歯科医会が実施している「歯と口の健康週間」で、前述の「むし歯予防デー」から始まり、戦後

1949 年に復活させる形で「口腔衛生週間」が制定され、その後いくつかの名称に変えながら、2013 年よ

り現在の「歯と口の健康週間」になりました。今年の標語は、「のばそうよ 健康寿命 歯みがきで」です。 

皆さんは、日頃、歯ブラシをどのような基準で選んでおられますか。歯ブラシの構造には、植毛、ヘッド、

ネック、グリップがあり、プラスチック製のヘッドからグリップまでは、使用する方のお口の大きさ、歯の大

きさ、歯並び、手の大きさ、動かし方などにより選択することになります。植毛では、横から見て平らにカッ

トされたものが主流ですが、ほかに山型にカットされたものと両方を組み合わせたものとがあります。 

当院でよくお勧めしている歯ブラシ（ルシェロ・ピセラ）では、植毛の長さが長いものと短いもの（1.5 ㎜

の差）を交互に並べた段差植毛で毛先が歯間に入りやすく、先端の山型植毛の部分で奥歯や生えたての歯を磨

きやすく、中央のフラットに近い植毛で全ての歯面を効率良く磨ける設計になっています。毛先の加工のタイ

プには、歯垢の除去に優れたラウンド加工（ナイロン毛使用）と、長くて細い毛で歯周ポケット内にも毛先が

届き歯肉への負担が少ないテーパード加工（PBT 毛使用）の２つがあり、お口の状態によりどちらかを選択

します。ほかにもお勧めの歯ブラシが多くありますので、詳細は当院の歯科衛生士に是非ご相談ください。 
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